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わ
が
国
の
モ
ノ
づ
く
り
基
盤
技
術
産
業
の
羅
針
盤
と
し
て
、
経
済
産
業
省
は
２
０

０
８
年

月
に
「
素
形
材
技
術
戦
略
２
０
０
８
」
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
後

年

３
月
に
「
特
定
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
高
度
化
指
針

改
訂
版

」
を
策
定
。
こ
の

中
で
は
「
資
源
生
産
性
」
の
抜
本
的
向
上
に
集
中
投
資
し
、
資
源
高
時
代
、
低
炭
素

社
会
の
対
応
す
る
こ
と
、
ま
た
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化
に
向
け
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
強
化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
徹
底
し
世
界
市
場
を
獲
得

す
る
、
と
い
う
二
つ
の
基
本
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
金
属
プ
レ
ス
の
現
状
・
課
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
で
い
か
に
強
固
な
固
有

技
術
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

報
告
例
が
増
大
微
細
精
密
加
工
分
野
に
市
場

年
代
に
日
本
で
開
発
高
ト
ル
ク
モ
ー
タ
ー
の
自
由
な
制
御

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ７月２３日 火曜日 　　

　

年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
以
降
の
円
高
進
行
や
、

世
界
を
取
り
巻
く
経
済
状
況

の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の
中

で
、
モ
ノ
づ
く
り
産
業
で
の

海
外
生
産
は
拡
大
し
て
お

り
、
国
内
の
生
産
需
要
は
頭

打
ち
の
傾
向
に
あ
る
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
時
代
を
い
か
に
勝

ち
抜
く
か
は
極
め
て
重
要
な

問
題
で
あ
る
。

　
プ
レ
ス
加
工
の
業
界
に
お

い
て
も
、
経
済
の
状
況
に
左

右
さ
れ
な
い
強
い
企
業
づ
く

り
の
推
進
が
必
要
で
あ
り
、

技
術
的
に
は
高
精
度
、
高
付

加
価
値
機
能
製
品
、
低
コ
ス

ト
製
品
、
環
境
負
荷
の
少
な

い
生
産
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

に
強
い
生
産
な
ど
に
関
す
る

製
造
現
場
で
の
取
り
組
み
が

続
い
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
関
連
す
る
プ
レ

ス
加
工
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
は
「
高
精
密
せ
ん

断
加
工
」
「
微
細
精
密
加

工
」
「
板
お
よ
び
パ
イ
プ
鍛

造
」
で
あ
り
、
プ
レ
ス
加
工

材
料
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
「
難
加
工
材
」
「
ハ

イ
テ
ン
材
」
お
よ
び
「
ア
ル

ミ
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
」

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ

ー
ド
に
共
通
し
た
話
題
、

「
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
」
を
取
り

上
げ
、
解
説
す
る
。

　
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
は
１
９
９

０
年
代
に
日
本
で
開
発
さ

れ
、
最
近
で
は
中
国
、
韓

国
、
台
湾
、
ド
イ
ツ
な
ど
の

海
外
メ
ー
カ
ー
も
製
造
し
て

い
る
。
高
ト
ル
ク
の
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
ー
の
自
由
な
制
御
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
工

へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
日
本
塑
性
加
工
学
会

に
お
い
て
も
、

年
よ
り
サ

ー
ボ
プ
レ
ス
利
用
技
術
研
究

委
員
会
が
発
足
。
現
在
で
も

そ
の
活
動
を
引
き
継
い
だ
サ

ー
ボ
プ
レ
ス
利
用
技
術
の
高

度
化
研
究
委
員
会
に
よ
っ
て

サ
ー
ボ
プ
レ
ス
の
利
用
に
よ

る
形
限
界
向
上
、
摩
擦
低

減
、
省
エ
ネ
な
ど
の
効
果
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
や
研
究
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
が
引

き
続
き
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
も
の

の
、
ま
だ
そ
の
利
用
方
法
や

特
性
に
関
し
て
は
不
明
な
点

も
多
い
。
国
内
の
研
究
例
と

し
て
は
日
本
工
業
大
学
の
古

閑
伸
裕
教
授
ら
に
よ
る
「
Ｎ

Ｃ
サ
ー
ボ
を
利
用
し
た
か
え

り
無
し
せ
ん
断

塑
性
と
加

工
」
Ｖ
ｏ
ｌ．

、

年
、

Ｎ
ｏ．

５
５
８
、
６
４
５
―

６
４
９

で
の
報
告
例
や

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
の
振
動
絞

り
に
お
け
る
成
形
限
界
の
向

上
、
振
動
付
与
に
よ
る
荷
重

低
減
効
果
、
し
わ
発
生
防
止

効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
ス
ラ
イ
ド
モ
ー
シ
ョ
ン
が

加
工
精
度
、
加
工
限
界
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
実
験
で

は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
原
因
に
つ
い
て
は
必
ず
し

も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

本
田
技
術
研
究
所
の
山
下
裕

之
氏
ら
は
深
絞
り
に
お
い

て
、
ス
テ
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン

が
ク
ラ
ン
ク
モ
ー
シ
ョ
ン
よ

り
も
成
形
限
界
が
向
上
す
る

原
因
と
し
て
、
材
料
の
応
力

緩
和
現
象
で
あ
る
こ
と
を
実

験
的
に
示
し
て
い
る

「
型

技
術
」

年

月
号
、

―

。
そ
こ
で
は
成
形
途

中
に
お
い
て
ス
ラ
イ
ド
が
一

時
的
に
停
止
し
、
荷
重
が
減

少
す
る
が
、
こ
の
と
き
弾
性

範
囲
に
あ
る
部
分
に
塑
性
変

形
が
生
じ

応
力
緩
和

、

変
形
限
界
が
向
上
す
る
と
指

摘
し
て
い
る
。

　
最
近
の
研
究
で
は
豊
橋
技

術
科
学
大
学
の
前
野
智
美
助

教
、
森
謙
一
郎
教
授
に
よ
っ

て
、
ス
ラ
イ
ド
の
振
動
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
成
形
荷
重

の
低
減
に
お
け
る
自
己
再
潤

滑
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ

れ
つ
つ
あ
る

図
１
参
照

「
プ
レ
ス
技
術
」

年

月

号
、

。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
振
動
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
成
形
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

実
現
を
目
的
と
し
て
、
Ｊ
Ｓ

Ｏ
Ｌ
の
摩
寧
氏

「
第

回

塑
性
加
工
連
合
講
演
会
講
演

論
文
集
」
４
９
１
―
４
９
２

が
、
非
線
形
摩
擦
モ
デ

ル
の
提
案
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
、
実
験
と
解
析
の
検
証

に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
利
用
拡

大
の
可
能
性
や
、
応
用
分
野

の
拡
大
が
進
む
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
プ
レ
ス
の
ス
ラ
イ

ド
モ
ー
シ
ョ
ン
を
極
限
的
に

高
速
化
し
た
も
の
と
し
て
は

日
本
工
業
大
学
の
神
雅
彦
教

授
に
よ
る
微
細
超
音
波
プ
レ

ス
加
工
の
報
告
が
あ
る

図

２
参
照

「
プ
レ
ス
技
術
」

年
６
月
号

。
神
教
授
は

コ
イ
ニ
ン
グ
パ
ン
チ
を
超
音

波
振
動
さ
せ
、
板
厚
１

の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
に
８

の
深
さ
の
コ
イ
ニ
ン
グ

加
工
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
神

奈
川
工
科
大
学
の
遠
藤
順
一

教
授
は
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
ド

ラ
イ
ブ

Ｈ
Ｄ
Ｄ

用
流
体

動
圧
軸
受
ス
ラ
ス
ト
ベ
ア
リ

ン
グ
の
溝
の
コ
イ
ニ
ン
グ
に

お
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
下
死
点

付
近
で
停
止
さ
せ
る
こ
と
が

加
工
精
度
を
向
上
さ
せ
る

「
型
技
術
」

年

月

号
、

―

と
解
説
し

て
い
る
。

　
現
在
、
超
音
波
振
動
の
よ

う
な
微
細
加
工
に
対
応
し
た

プ
レ
ス
は
な
い
が
、
こ
れ
ら

の
実
験
は
超
小
型
マ
ニ
ピ
ュ

レ
ー
タ
ー
、
超
小
型
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
製
造
の
要
素
技
術

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
微
細
精
密
加
工
分
野
の

可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
興

味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
微
細

精
密
加
工
分
野
市
場
に
つ
い

て
は
、
潜
在
的
に
多
く
の
市

場
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ

こ
に
も
プ
レ
ス
技
術
の
未
来

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。


